
　　　　

7 年 2 月 10 日

10 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション
人間関係
社会性

主な行事等 事業所内でのイベント活動、地域社会の一員として地域イベントの機会を提供します

家族支援
日常でのお困りごとの相談や、児童の成長にともなった事例の共有や支援の
方法を家族の方がひとりで抱えないようなサポートをしていきます

移行支援
学校の活動の中でお友達・集団での自身の立ち位置に課題と訓練の方針
を見出し支援していきます

地域支援・地域連携
特別支援教育を提供する学校や教育機関と連携し、障害児の教育的ニーズに
応じた支援を行います。また、一般の学校へのインクルージョン（包容）を
推進します

職員の質の向上
経験や職種に応じた研修の参加やWeb研修（ZOOM）を促しスキルアップの
機会をつくっていきます

支　援　内　容

本
人
支
援

別紙

別紙

別紙

別紙

法人（事業所）理念

子どもの人権保障を第一に、安全・安心な環境で児童の療育にあたりたいと考えております。また、保護者が安心でき、子どもの安全と健康が保障されるには、子どもの発達を総合的
に捉える必要があると考えております。いわゆるウェルビーイングの考え方に沿って、子どもが心安らぐ安定した環境で、夢や希望へ期待を持って生活できる状態を目指すサポートと
は何かを常に考えて子どもに係わって行きたいと思います。そして、子どもの健康を、単に病気でないというだけではなく、子どもの発達を総合的に捉え、身体面・精神面・社会的場
面・そして自分の未来を創造するということを目標にサポートをしていきたいと考えています。また、園・学校へのインクルージョンの促進を図るための取り組みも必要だと感じま
す。本来、児童発達センターがその役を担ってると考えられますが、民間でも保育所等訪問支援を実施することでインクルージョンを推進できると思います。保育所等訪問支援は、保
育所等を訪問して、障害児以外の児童との集団生活への適応のための専門的な支援を行うサービスであり、積極的に活用していきたいと考えております。

営業時間 送迎実施の有無

支援方針
一、利用児童の人権保障を第一に、常に安全・安心な環境つくりを意識して児童の療育にあたりたいと考えております。
二、利用者、保護者様が安心でき、子どもの安全と健康が保障されるには、子どもの発達を総合的に捉え支援していきたいと考えております。	
三、利用者様の気持ちに寄り添って自律した生活を送れるよう様々な活動を通じて一緒に歩んで行きたいと考えております。

（別添資料１）
事業所名 放課後等デイサービス　ウィズ・ユー新中野　 【放デイ】支援プログラム 作成日   　　令和


